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はじめに、組織強化・拡大の取り組みについてです。 

地方本部は、今日まで「組織強化・拡大」を最重要課題とし、取り組みの強化を図って参りました。組織強化・

拡大こそがまさに組織の命運をかけた闘いであり、すべての運動の原動力であることを再認識してきました。改

めて全機関が、これまでの取り組みの到達点と克服すべき課題についての議論と総括を繰り広げ、諸行動の経験

や成果と教訓などを組織的に検証し合う中から、組織拡大に向けた気運をさらに創り出していくことが重要です。 

組織拡大の展望と条件は、職場に存在しているだけに、分会運動の強化と活性化を追求することと合わせ、組

合員一人ひとりが自覚と意識を持ち続け、継続した運動として発展させていかなければなりません。私たちは、

次世代に国労運動を継承・発展させていく責務があるだけに、まさに選択される・共感される労働組合としての

運動や取り組みを明確に示していくとともに、当面する新入社員対策をはじめとした全労働者の組織化に向け、

総力を挙げ奮闘し合うことを強く訴えます。 

次に、安全・安定輸送の確立と職場労働条件改善の取り組みについてです。 

ＪＲ各社で続発する重大事故や輸送障害、インシデントの多発は止むことはなく、昨年１２月にはＪＲ西日本

において新幹線車両の台車枠亀裂、ＪＲ東日本・京浜東北線での架線切断など深刻な事態です。こうした背景に

は、利益優先の経営姿勢はもとより、業務委託の拡大、機械化・外注化の深度化などが大きく起因しています。

また、徹底した「合理化・効率化」の中、労働密度が高まり、要員不足と技術力低下によりグループ・関連会社

を含む労働条件の劣悪化と健康破壊が進むなど、安心して働き続けることのできない職場環境となっています。 

ＪＲ各社・グループ企業などで働く全労働者が安全で安心して働き続けられる労働条件・職場環境を築くため、

業務委託体制の検証、適正な人員配置や確実な技術継承、教育の充実など、抜本的な安全対策と労働条件改善を

求めていかなければなりません。そのためにも、「安全・仕事総点検運動」を強化する中で、職場労働条件向上に

向け全力を挙げていきます。 

次に、２０１８年春闘の取り組みについてです。 

安倍政権の進めてきた「アベノミクス」は、大企業と一部富裕層に莫大な利益をもたらす中、利益剰余金は４

０６兆円に達し史上最高を更新しています。しかし、多くの国民にとって景気回復の実感はほど遠く、実質賃金

の低下や社会保障費削減による負担増などにより、格差と貧困は拡大し続けています。すべての働く者の賃上げ・

底上げと雇用の安定、個人消費の活性化がなければ、経済の再生はありません。 

安倍首相は、経済界に対し「３％の賃上げが実現するよう期待したい」と表明し、５年連続の「官製春闘」が

スタートしました。私たちは、労働組合主導の春闘を構築するために、春闘の意義と重要性を再認識する運動を

一層強化することが必要です。すでに１８春闘要求については、ＪＲ各社へ提出し、回答指定日を３月１４日と

しています。職場から交渉体制を強力に支える組織力を高めるために、「一人一要求運動」「一人一行動」など取

り組みを確立し、全組合員が職場からの春闘再生を作り出す動きを築き上げていかなければなりません。同時に、

全系統にわたる合理化・効率化施策を許さない闘い等を客貨一体でより強めていくことが求められています。 

次に、安倍反動政治と平和と民主主義の課題についてです。 

安倍政権は特定秘密保護法、安全保障関連法に続き、共謀罪法を強行成立させるなど、「戦争ができる国づくり」

に向け、さらなる反動政治を推し進めようとしています。そして、昨年の衆議院総選挙において自民・公明連立

与党が改憲発議に必要な３分の２の議席を確保する中で、改正憲法施行に向けた姿勢を明言するなど、平和憲法

が最大の危機を迎えています。また、社会保障制度の切り捨て、「世界で一番企業が活動しやすい国」に向けた労

働法制改悪を強行し、長時間労働を助長する高度プロフェッショナル制度・裁量労働制の拡大など、「働き方改革」

一括法案の成立を目論んでいます。２０１８年は、平和憲法を守り抜くために広範な勢力と連携し、安保法制違

憲訴訟運動の前進、「安倍９条改憲ＮＯ！」３０００万人全国統一署名の取り組みの強化など、すべての力を総結

集していかなければなりません。同時に脱原発の大きな流れを確実につくり上げていくことも急務な課題です。 

労働組合としての真価が問われるこの一年、共に総体的力量を高め、組織の総力を挙げ闘い抜くことを、今拡

大委員会の総意として確認し合いたいと思います。 
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鎌田委員長から主催者あいさつ

議長・平井委員　副議長・北村委員

議員団・青山団長（昭島市議）
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東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
一
七
日
に
新
橋

交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
一
〇
七
回
拡
大
地

方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
三
〇
分
に
山
田
副
委
員
長
の
司
会

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
委
員
会
議
長
に
は
平

井
委
員
︵
神
奈
川
地
区
本
部
︶
を
、
副
議
長

に
は
北
村
委
員
︵
大
井
工
場
支
部
︶
を
選
出

し
た
。

　

ま
ず
鎌
田
委
員
長
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ

︵
内
容
別
掲
︶、
続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

上
部
機
関
か
ら
東
日
本
本
部
・
大
沼
委
員
長

が
、
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
・
松
井
本

部
長
と
、
国
労
東
京
議
員
団
・
青
山
団
長
︵
昭

島
市
議
︶
か
ら
も
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
石
井
書
記
長
か
ら
経
過
報

告
・
当
面
す
る
方
針
︵
案
︶
の
提
案
が
さ
れ
、
昼

食
休
憩
を
挟
み
、
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
組
織

拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
討
論
に
入
り
、
一
四
名
の
委
員
か
ら
、
組
織

強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
や
、
要
員
不
足
・
超
過

勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
関
す
る
報
告
、
委
託
・

下
請
け
に
関
す
る
問
題
点
、
Ｇ
Ｓ
の
正
社
員
登
用

や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
の
労
働
条

件
に
関
す
る
取
り
組
み
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
問

題
、
一
八
春
闘
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
賃
下

げ
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
問
題

点
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。︵
各
委
員
の
発
言
の
内

容
は
次
号
掲
載
予
定
︶

　

そ
の
後
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
当
面
す
る

闘
争
方
針
が
確
立
し
た
。「
新
入
社
員
対
策
に

全
力
を
あ
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝
ち
取
る

特
別
決
議
」「
二
〇
一
八
年
春
闘
勝
利
！
偽
り

の
「
働
き
方
改
革
」、
改
憲
路
線
を
進
め
る
安

倍
内
閣
を
打
倒
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

特
別
決
議
」
が
全
体
の
拍
手
で
決
議
さ
れ
、
続
い

て
委
員
会
宣
言
を
採
択
し
、
全
て
の
議
事
が
終
了

し
た
。
北
村
副
議
長
か
ら
議
長
団
退
任
の
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
、
山
田
副
委
員
長
か
ら
閉
会
の
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
、
鎌
田
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
委
員
会
は
終
了
し
た
。

春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

入
賞
作
品

入
選

働
く
者
が
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

　
　
　
　

賃
上
げ
勝
ち
取
る
一
八
春
闘

　
　
　
　

佐
藤　

秀
実　

大
宮
総
合
車
両
セ
分
会

佳
作

官
製
春
闘
打
ち
破
り　

働
く
者
の
団
結
で　
　
　

　
　
　
　

未
来
を
作
る
一
八
春
闘

　
　
　
　

内
記　

大
輔　

大
宮
車
両
所
分
会

新
採
加
入
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

新
橋
支
部
青
年
部
の
作
品 

　

国
労
家
族
会
東
京
地
方
連
合
会
は
二
月
二
五

日
、
地
方
本
部
会
議
室
を
会
場
に
第
六
三
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。

　

丸
山
会
長
は
冒
頭
「
い
ま
私
た
ち
は
、
子
育
て

が
終
わ
っ
た
ら
今
度
は
介
護
、
と
い
う
家
庭
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
。
平
和
と
暮
ら
し
も
脅
か
さ
れ

て
い
る
。
今
日
の
総
会
は
、
社
会
情
勢
の
学
習
の

場
と
し
て
も
位
置
付
け
た
い
。
様
々
な
意
見
を
家

族
会
に
寄
せ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
鎌
田
地
方
本
部
委
員
長
は
挨
拶
で

「
一
八
春
闘
要
求
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
三
日
に

Ｊ
Ｒ
各
社
へ
提
出
し
た
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲
得
を

は
じ
め
と
す
る
統
一
重
点
要
求
八
項
目
の
実
現
に

向
け
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
と
結
合

さ
せ
な
が
ら
、
職
場
か
ら
の
闘
い
に
今
全
力
を
挙

げ
て
い
る
。
家
族
会
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
」
と
、
情
勢
報
告
と
家
族
会
へ
の
支
援
要

請
を
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
運
動
、
女
性
の

権
利
確
立
と
社
会
保
障
の
確
立
を
目
指
す
闘

い
、
そ
し
て
家
族
会
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向

け
た
当
面
す
る
取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
る
な

ど
、
当
面
す
る
活
動
方
針
を
確
立
し
た
。

拡
大
地
方
委
員
会
開
催

大
巾
賃
上
げ
！
春
闘
勝
利
！
組
織
拡
大
！

働
く
者
が
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

 

賃
上
げ
勝
ち
取
る
　 

春
闘
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「がん」の保障　　≪新生きるためのがん保険Ｄａｙｓ≫

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新） 契約年齢：０歳～満８５歳 ◆月払保険料（集団取扱）

Ａプラン　入院給付金日額１０，０００円の場合　 新生きるためのがん保険Ｄａｙｓ　Ａプラン

初めて診断確定されたとき がんの場合 一時金として　１００万円

診断給付金 上皮内新生物の場合 一時金として　　１０万円 ３５歳 ４５歳 ５５歳 ６５歳

入院給付金 １日につき １０，０００円 男性 ３，４５０円 ５，４００円 ８，９２０円 １４，１１０円

通院給付金 １日につき １０，０００円 女性 ３，８００円 ５，３７０円 ６，５６０円 ８，０５０円

手術治療給付金 １回につき ２０万円

入院したとき　　　　　　　　　　

通院したとき　　　　　　　　　　

手術したとき　　　　　　　　　　

放射線治療を受けたとき　 　放射線治療給付金 １回につき ２０万円

抗がん剤治療を受けたとき 治療を受けた月ごと １０万円
（給付倍率２倍）

抗がん剤治療給付金
※

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

５万円
（給付倍率１倍）

がん専門相談サービス　プレミアサポート

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

入院給付金日額１０，０００円　定額タイプ　解約払戻金なしタイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

訪問面談サービスと専門医紹介 ベストドクターズ®・サービス（プレミアタイプ）

（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）
Best Doctors®およびﾍﾞｽﾄﾄﾞｸﾀｰｽﾞは、Best Doctors, Inc.の商標です。

※Ａプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

＜募集代理店＞ 
アベニール株式会社 

〒105-0004 東京都港区新橋5-15-5 交通ビル3F 
TEL：03-3437-6810  FAX：03-3437-6822 

アフラック 東京第二法人営業部 
〒163-0456 
東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビル 
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き 
コールセンター 0120-5555-95 

(2016年12月14日現在） 

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に 
よって決まります。 

AF006-2016-0843 12月27日(181227)  

（上皮内新生物は対象外）
（更新後の保険期
間を含め通算６００
万円まで） ＜引受保険会社＞

「生きる」を創る。

成功させよう 3000 万人署名

全分会、全組合員の積極的な取り組みを!

安倍 9 条改憲 No!
憲法を生かす統一署名

呼びかけ団体安倍改憲No!全国市民アクション
守ろう憲法 守ろう９条

集約 3 月末

東
京
交
運
労
協

　

 

総
決
起
集
会

八
王
子
地
区
本
部

　
　
　
　
組
織
対
策
交
流
会
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か
ら
、
地
本
組
織
部
と
し
て
の
取
り
組
み
、
東
日

本
本
部
・
彦
田
執
行
委
員
か
ら
は
、
青
年
部
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
各
職
場
か
ら
拡
大
に
向
け
た
報
告
が
さ

れ
、
立
川
駅
連
合
分
会
か
ら
は
「
以
前
武
蔵
小
金
井

駅
に
い
た
時
は
、
国
労
に
入
れ
て
も
一
〇
年
後
に
は

ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
が
、
そ

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
四
日
～
五
日
に
石

和
温
泉
に
お
い
て
、
組
織
拡
大
交
流
集
会
を
開
催

し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
田
中
委
員
長
は
「
組
合
員

数
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
中
で
も
、
労
働
条
件
改

善
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
、
何
が
で
き
る
の
か
を

見
つ
め
な
お
し
、
メ
ー
ル
な
ど
を
使
い
、
情
報
の

共
有
化
を
進
め
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
事
を
や
っ

て
い
こ
う
。
分
会
で
集
ま
れ
る
場
、
話
し
合
え
る

場
を
作
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
拡
大
の
話
も
出

て
こ
な
い
。
拡
大
し
た
分
会
に
学
ぼ
う
」
な
ど
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

東
日
本
本
部
・
武
田
組
織
部
長
、
東
京
地
本
・

石
井
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
が
さ
れ
た
あ
と
、
こ

の
集
会
に
参
加
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
採
用
の
仲
間
が
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
た
。

八
王
子
地
区
本
部
・
熊
田
組
織
部
長
か
ら
の
提
起
が

あ
っ
た
あ
と
、
六
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、
各
分
会

の
取
り
組
み
の
突
き
合
わ
せ
が
さ
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
最
初
に
昨
日
の
分
散
交
流
会
の
報

告
が
さ
れ
た
あ
と
、
東
京
地
本
・
佐
藤
組
織
部
長

の
時
は
勢
い
で
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
職
場
で
昼

飯
を
作
っ
て
い
る
。
組
合
関
係
な
く
い
ろ
ん
な
方
に

声
を
か
け
、
来
て
も
ら
っ
て
い
る
」、
昨
年
二
月
に

本
間
さ
ん
が
加
入
し
た
稲
城
長
沼
駅
連
合
分
会
か
ら

は「
本
間
君
を
入
れ
て
よ
か
っ
た
。
本
間
君
自
身
が
、

組
合
員
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。
加
入
の
時
、
い

ざ
加
入
用
紙
を
出
そ
う
と
す
る
と
手
が
震
え
た
」
な

ど
の
話
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
フ
リ
ー
討
論
が
さ
れ
、

八
王
子
電
力
技
セ
分
会
か
ら
は
「
仕
事
や
組
合
の
悩

み
を
聞
い
て
い
る
。
他
労
組
の
方
で
、
自
分
の
組
合

の
人
と
組
ん
で
仕
事
を
し
た
く
な
い
、
と
い
う
方
が

い
る
。
俺
た
ち
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
言
っ
て
い

る
」、
三
鷹
保
線
技
セ
分
会
か
ら
は
「
初
め
て
こ
の

集
会
に
来
て
、
改
め
て
自
分
の
職
場
を
見
つ
め
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
。
国
労
は
お
じ
さ
ん
ば
か
り
と
思

わ
れ
て
い
る
が
、
東
日
本
で
三
六
名
の
青
年
部
が
い

る
、
と
い
っ
た
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
横
森
書
記
長
か
ら
「
他
労
組
が
持
っ
て

い
な
い
物
を
持
っ
て
い
る
の
が
国
労
。
超
勤
ば
か

り
や
っ
て
い
る
若
い
人
。
会
社
の
為
と
言
う
が
、

本
当
に
会
社
の
為
か
？
自
分
の
為
で
は
な
い
か
？

本
質
を
見
よ
う
。
不
平
不
満
を
見
よ
う
。
集
会
で
、

国
労
の
い
い
所
が
い
っ
ぱ
い
出
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
集
会
に
集
ま
っ
て
、
も
う
一
度
気
持
ち
を
合
わ

せ
る
事
が
で
き
た
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ
れ
、
最

後
に
田
中
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
組
織

拡
大
へ
の
決
意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

　

講
演
で
は
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
水
町

教
授
が
安
倍
内
閣
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
最

後
の
ピ
ー
ス
は
賃
上
げ
。
し
か
し
、
春
闘
で
三
％

上
が
っ
て
も
組
織
率
一
七
％
の
現
在
で
は
末
端
ま

で
行
き
渡
ら
な
い
。
経
済
活
性
化
の
た
め
に
労
働

者
全
体
の
賃
上
げ
を
す
る
な
ら
、
最
低
賃
金
を
上

げ
る
し
か
な
い
。
人
が
足
り
な
い
状
況
の
中
で
非

正
規
ば
か
り
が
増
え
て
、
平
均
賃
金
を
押
し
下
げ

る
。
最
低
賃
金
を
上
げ
て
も
、
正
社
員
の
賃
金
が

減
っ
て
は
意
味
が
無
い
。
総
額
人
件
費
の
考
え
方

を
無
く
そ
う
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実
現
し
な

け
れ
ば
。
そ
れ
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
厚
生
労
働
省
で
は
な
く
て
む
し
ろ
安
倍
総

理
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
の
は
、
基
本
給

だ
け
で
な
く
、
賞
与
、
諸
手
当
、
福
利
厚
生
の
す

べ
て
を
正
規
・
非
正
規
同
じ
に
す
る
と
い
う
事
。

私
た
ち
は
現
場
目
線
で
の
制
度
設
計
を
考
え
よ

う
」
な
ど
の
報
告
や
提
起
を
お
こ
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
各
部
会
ご
と
に
決
意
表
明
が
さ
れ
、

鉄
軌
道
部
会
か
ら
は
東
急
労
組
・
谷
道
執
行
委
員

か
ら
「
第
三
者
加
害
の
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
一
向
に
減
少
し
な
い
。
組
合
員
の
負
担
は
増

す
一
方
。
課
題
を
解
消
し
て
い
く
に
は
、
交
通
政

策
要
求
実
現
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
。
労
働
力
の

減
少
も
大
き
な
課
題
。
や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ

て
働
け
る
労
働

環
境
を
実
現
し

よ
う
」
な
ど
の

決
意
が
あ
っ

た
。
最
後
に
集

会
宣
言
を
採
択

し
、
高
橋
議
長

の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
、
大
幅

賃
上
げ
を
全
体

で
誓
い
合
っ

た
。

　

東
京
交
運
労
協
は
二
月
二
二
日
に
、
田
町
交
通

ビ
ル
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
春
季
生
活
闘
争
決
起
集

会
を
開
催
し
、
鉄
道
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
航
空
、
観
光
、
物
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
系

統
の
仲
間
二
八
〇
名
が
結
集
し
、
国
労
東
京
か
ら

も
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
高
橋
議
長
は
「
私
た
ち
交

通
運
輸
産
業
に
働
く
労
働
者
は
、
そ
の
責
任
の
重

さ
に
比
べ
賃
金
・
労
働
条
件
は
恵
ま
れ
て
い
な

い
。
産
業
間
格
差
を
解
消
し
、
組
合
員
・
家
族
の

生
活
を
守
る
た
め
、
強
固
な
闘
争
態
勢
を
作
ろ

う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。


